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（
都
市
公
園
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

都
市
公
園
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
建
設
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
施
設
」
を
「
公
園
施
設
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
占
用
物
件
）

第
五
条
の
二

令
第
十
二
条
第
一
号
の
二
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
は
、
耐
震
性

貯
水
槽
、
発
電
施
設
及
び
蓄
電
施
設
で
地
下
に
設
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
に
関
す
る
基
準
）

第
七
条
の
二

令
第
十
六
条
第
六
号
の
二
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
耐
震
性
貯
水
槽
に
つ
い
て
は
、
そ
の
頂
部
と
地
面
と
の
距
離
は
、
原
則
と
し
て
一

メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

二

第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
発
電
施
設
及
び
蓄
電
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
頂
部
と
地
面
と
の
距
離
は
、
原
則

と
し
て
三
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
船
舶
消
防
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
六
項
中
「
貨
物
区
域
」
の
下
に
「
及
び
閉
囲
さ
れ
た
焼
却
炉
の
あ
る
場
所
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
こ
れ
に
類
似
し
た
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
船
橋

又
は
火
災
制
御
場
所
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
場
所
」
に
改
め
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

第
一
種
船
及
び
第
二
種
船
（
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
第
二
種
船
（
係
留
船
を
除
く
。）を
除
く
。）

非
常
用
制
御
場
所
（
船
舶
設
備
規
程
第
百
二
十
二
条
の
十
二
の
非
常
用
制
御
場
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て

同
じ
。）

ロ

第
二
種
船
（
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
第
二
種
船
（
係
留
船
を
除
く
。）に
限
る
。）
船
橋
又
は
火
災

制
御
場
所

第
五
十
一
条
第
二
項
第
三
号
中
「
、
前
号
の
制
御
盤
が
火
災
制
御
場
所
に
配
置
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
を
削

り
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
号
の
制
御
盤
を
船
橋
に
集
中
配
置
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
船
橋
又
は
火
災
制
御
場
所
に
直
ち
に
警
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
を
削
り
、
同

条
第
三
項
中
「
船
橋
又
は
火
災
制
御
場
所
に
直
ち
に
警
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
第
五

十
一
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
の
二
第
四
項
中
「
貨
物
区
域
等
」
の
下
に
「
及
び
閉
囲
さ
れ
た
焼
却
炉
の
あ
る
場
所
」
を
加
え
る
。

第
六
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
り
火
災
探
知
装
置
を
備
え
付
け
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

火
災
探
知
装
置
の
制
御
盤
は
、
船
橋
又
は
火
災
制
御
場
所
に
集
中
配
置
す
る
こ
と
。

二

火
災
探
知
装
置
の
表
示
盤
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
は
、
船
橋
に
配
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
号
の
制
御
盤

を
船
橋
に
集
中
配
置
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
五
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
ノ
八
の
規
定

に
基
づ
き
、
船
舶
設
備
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

船
舶
設
備
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
船
舶
設
備
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
、
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
」
を
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
、
第
百
四

十
六
条
の
十
の
四
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
を
第
百
四
十
六
条
の
十
の
四
と
し
、
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
を
第
百
四
十
六
条
の
十

の
三
と
し
、
第
百
四
十
六
条
の
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
）

第
百
四
十
六
条
の
十
の
二

総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
未
満
の
旅
客
船
及
び
総
ト
ン
数
三
、
〇

〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
に
は
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に

適
合
す
る
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
五
十
中
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
、
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
」
を
「
第
百
四
十
六
条
の
十

の
三
、
第
百
四
十
六
条
の
十
の
四
」
に
改
め
る
。

第
三
百
五
条
の
見
出
し
を「（
配
置
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
で
き
る
よ
う
な
」
の
下
に
「
船
内
の
」を
加
え
、

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
三
百
六
条
第
二
項
中「（
水
先
人
用
昇
降
機
に
あ
つ
て
は
二
・
二
〇
倍
）」を
削
る
。

第
三
百
七
条
第
三
項
中「（
水
先
人
用
昇
降
機
に
あ
つ
て
は
二
本
）」を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
三
百
九
条
及
び
第
三
百
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
百
九
条
及
び
第
三
百
十
条

削
除

第
三
百
十
一
条
中
「
前
条
」
を
「
第
三
百
八
条
」
に
改
め
る
。

（
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
中「（
水
先
人
用
昇
降
機
に
あ
つ
て
は
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）」を
削
る
。

第
六
十
四
条
の
見
出
し
を「（
水
先
人
用
は
し
ご
の
使
用
制
限
）」に
改
め
、
同
条
中
「
及
び
水
先
人
用
昇
降
機
」
を

削
る
。

（
船
舶
救
命
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
舶
救
命
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
三
十
四
号
中「（
一
本
の
つ
り
索
の
み
を
用
い
て
進
水
す
る
救
命
艇
に
あ
つ
て
は
、
ロ
、
ヘ
、
ト
及
び
チ

に
掲
げ
る
要
件
）」を
削
り
、
同
号
中
ハ
を
削
り
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

つ
り
索
に
か
か
る
張
力
に
よ
つ
て
フ
ッ
ク
が
解
放
し
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
八
条
第
三
十
四
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

つ
り
索
に
張
力
が
か
か
つ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
ニ
の
安
全
装
置
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

安
全
装
置
の
解
除
後
は
容
易
に
作
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
九
条
第
二
項
第
四
号
ホ
中
「
前
条
第
三
十
四
号
ヘ
及
び
ト
」
を
「
前
条
第
三
十
四
号
ト
及
び
チ
」
に
改
め
る
。
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